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平
成
二
十
三
年
度
第
一
回
評

議
員
会
は
、
秋
山
佳
弘
副
議
長

（
徳
島
）
の
氏
名
点
呼
か
ら
始
ま

り
、
評
議
員
定
数
六
十
名
に
対

し
五
十
七
名
の
出
席
を
確
認
し

（
後
刻
二
名
到
着
も
確
認
）、
議

　
日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
（
会
長
　
古
橋
博
美
）
は
、
去
る
九
月
十
七
日
（
土
）
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
日
本
歯
科
技
工

士
会
館
（
東
京
・
市
谷
）
に
お
い
て
平
成
二
十
三
年
度
第
一
回
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
古
橋
会
長
は
、

四
月
か
ら
の
懸
案
解
決
に
向
け
た
渉
外
活
動
報
告
を
行
い
、
評
議
員
の
理
解
を
求
め
た
。
そ
の
後
議
案
の
審
議
に
入
り
、
第

一
号
議
案
・
平
成
二
十
二
年
度
活
動
一
般
報
告
、
第
二
号
議
案
・
平
成
二
十
二
年
度
会
計
収
支
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件
を

承
認
し
た
。
ま
た
、
第
三
号
議
案
・
日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
規
約
一
部
改
正
の
件
、
第
四
号
議
案
・
会
員
管
理
及
び
会
費
納

入
規
程
承
認
の
件
、
さ
ら
に
は
、
来
年
三
月
に
行
わ
れ
る
役
員
選
挙
の
た
め
の
第
五
号
議
案
・
任
期
満
了
に
伴
う
日
技
連
盟

役
員
選
挙
管
理
委
員
会
設
置
及
び
選
挙
管
理
委
員
選
任
の
件
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
第
一
回

評
議
員
会
開
催
に
当
た
り
ご

挨
拶
を
申
し
上
ま
す
。

　

本
評
議
員
会
は
、
前
年
度

活
動
報
告
と
決
算
を
御
承
認

い
た
だ
く
評
議
員
会
で
す
。

加
え
て
規
約
の
一
部
改
正
を

上
程
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
従
来
規
約
に
入
っ
て

い
た
も
の
を
抜
き
出
し
、
新

た
に
規
程
に
し
て
、
本
会
の

終
身
会
員
制
度
と
同
じ
よ
う

な
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
い

う
議
案
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
う
一
点
は
、
会
長
と
監

事
は
評
議
員
会
で
選
出
す
る

の
で
、
こ
の
選
挙
実
務
を
担

う
選
挙
管
理
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
議
案
を
上
程
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
慎
重
な
御
審
議
を
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
配
付
資
料
に

基
づ
い
て
何
点
か
御
報
告
す

る
予
定
で
す
が
、
若
干
こ
の

冒
頭
挨
拶
の
中
で
触
れ
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
会
の
公
益
社
団

法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
既
に
八
月

十
日
に
申
請
を
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
九
月
七
日
に
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
が
あ
り
、
幾
つ
か

微
細
な
修
正
を
し
て
、
来
週

に
も
再
度
届
出
を
す
る
手
続

き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
事
な
要
件
は
、
公
益
認

定
の
五
要
件
に
見
合
っ
た
形

で
代
議
員
を
選
出
す
る
こ
と

で
す
。
中
央
選
挙
管
理
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
、
昨
日
、

四
者
が
集
ま
っ
て
第
一
回
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
六
月
に
は
法
律
を
改

正
し
政
省
令
を
改
正
し
、
早

け
れ
ば
二
十
六
年
度
に
統
一

試
験
を
実
施
と
い
う
方
向
も

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
懸
案
問
題
に
つ

い
て
も
少
し
整
理
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
の

十
二
条
、
指
示
書
の
記
載
要

件
で
す
が
、
そ
れ
に
二
つ
追

記
し
よ
う
、
一
つ
は
特
定
人

識
別
、
つ
ま
り
患
者
さ
ん
の

名
前
の
記
載
を
省
令
で
担
保

し
よ
う
と
い
う
話
。
も
う
一

つ
は
「
当
該
指
示
書
に
よ
る

歯
科
技
工
が
行
わ
れ
る
場
所

が
歯
科
技
工
所
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
名
称
」
に
追
加
を

し
て
「
及
び
登
録
番
号
」
と

記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歯

科
技
工
所
識
別
が
明
確
に
担

保
で
き
る
。
こ
れ
も
省
令
改

正
で
来
年
六
月
ま
で
に
や
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
構
造
設
備
等

に
つ
い
て
局
長
通
知
だ
っ
た

も
の
を
省
令
化
す
る
。
法
律

改
正
に
併
せ
て
政
省
令
を
改

正
す
る
、
そ
の
省
令
も
統
一

試
験
だ
け
で
は
な
く
て
他
の

諸
々
の
問
題
に
つ
い
て
も
こ

の
際
改
正
し
よ
う
と
、
こ
の

手
順
で
、
ま
ず
間
違
い
な
く

進
む
と
思
い
ま
す
。

　

明
年
六
月
ま
で
た
だ
待
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で

は
な
く
、
法
律
改
正
が
伴
う

と
厚
生
労
働
科
学
研
究
を
し

た
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
通
知

で
対
応
す
る
も
の
も
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
評
議
員
会
が
問
題
解

決
の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
、

な
お
か
つ
い
い
形
で
決
着
が
で

き
る
よ
う
な
評
議
員
会
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
一
回
の
委
員
会
を
開
催
し
た

の
で
順
次
手
順
に
つ
い
て
は
お

伝
え
を
い
た
し
ま
す
が
、
会
員

の
代
表
で
あ
る
代
議
員
を
要
件

を
満
た
し
た
形
で
選
出
を
す
る
、

新
定
款
と
新
規
程
に
よ
っ
て
選

出
す
る
こ
と
が
大
事
な
要
件
で

す
。
来
年
の
二
月
の
中
旬
ぐ
ら

い
ま
で
に
選
出
す
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

し
て
最
初
の
代
議
員
名
簿
と
選

挙
録
を
つ
け
て
提
出
し
、
今
度

は
公
益
認
定
等
委
員
会
に
諮
問

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

諮
問
す
れ
ば
必
ず
答
申
が
出

て
、
予
定
ど
お
り
三
月
中
旬
に

認
定
を
頂
き
、
四
月
一
日
に
登

記
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

四
月
一
日
に
登
記
し
、
六
月
の

社
員
総
会
で
事
実
上
新
し
い
執

行
部
が
生
ま
れ
、
公
益
社
団
法

人
日
本
歯
科
技
工
士
会
と
し
て

船
出
す
る
、
こ
う
い
う
形
に
な

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
へ
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ

て
幾
つ
か
の
懸
案
事
項
解
決
の

た
め
精
力
的
に
折
衝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
一
つ
は
昭
和

五
十
七
年
に
都
道
府
県
知
事
免

許
か
ら
大
臣
免
許
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
都
道
府
県
知
事
免
許

時
代
と
同
じ
よ
う
な
試
験
方
法

を
三
十
年
近
く
続
け
て
お
り
ま

す
。
学
説
試
験
を
統
一
試
験
に

す
る
よ
う
、
国
会
議
員
と
厚
生

労
働
省
と
日
本
歯
科
技
工
士
連

盟
の
三
者
で
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ほ
ぼ
見
え
て
き
た
の
は
、
来

年
の
六
月
に
法
改
正
を
し
て
試

験
実
施
機
関
を
、「
歯
科
医
療
研

修
振
興
財
団
」
と
い
う
と
こ
ろ

に
お
願
い
す
る
。
免
許
登
録
事

務
は
国
で
行
う
と
い
う
話
で
進

ん
で
お
り
ま
す
。
既
に
九
月
七

日
に
関
係
七
団
体
と
国
の
八
者

が
意
見
交
換
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

十
月
五
日
に
は
直
接
関
係
す
る

に
移
っ
た
。

　

そ
の
後
議
長
は
議
案
の
審
議

に
入
る
旨
を
議
場
に
宣
し
、
第

一
号
議
案
・
平
成
二
十
二
年
度

活
動
一
般
報
告
、
第
二
号
議
案
・

平
成
二
十
二
年
度
会
計
収
支
決

算
の
承
認
を
求
め
る
件
が
執
行

部
よ
り
一
括
で
上
程
さ
れ
た
。

　

第
一
号
議
案
は
東
賢
副
会
長

に
よ
り
、
一
、
社
会
保
険
歯
科

診
療
に
か
か
る
歯
科
技
工
対
価

が
歯
科
技
工
担
当
者
に
正
当
に

届
く
た
め
の
渉
外
活
動
。
二
、

歯
科
技
工
士
国
家
試
験
学
説
試

験
の
全
国
統
一
試
験
実
現
に
向

け
て
法
令
整
備
等
の
渉
外
活
動
。

三
、
適
正
な
教
育
を
実
現
す
る

た
め
の
歯
科
技
工
士
教
育
養
成

機
関
の
教
育
年
限
延
長
に
向
け

て
の
渉
外
活
動
。
四
、
歯
科
技

工
所
の
構
造
設
備
等
に
関
す
る

基
準
と
指
針
を
示
し
た
厚
生
労

働
省
通
知
の
法
令
整
備
に
向
け

た
渉
外
活
動
。
五
、
歯
科
技
工

委
託
行
為
の
法
令
記
載
に
よ
る

健
全
な
委
託
・
受
託
を
実
現
す

る
た
め
の
渉
外
活
動
。
六
、
機

関
紙
「
れ
ん
め
い
」
の
発
行
と

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
広
報
・
宣
伝

事
業
の
継
続
。
七
、
組
織
拡
充

活
動
の
実
施
。
の
七
項
目
に
わ

た
っ
て
、
資
料
に
基
づ
き
平
成

二
十
二
年
度
の
活
動
報
告
が
行

わ
れ
た
。

　

第
二
号
議
案
は
国
府
田
知
生

副
会
長
よ
り
、
厳
し
い
予
算
執

行
で
あ
っ
た
が
、
効
率
的
か
つ

長
に
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
黒
田
文
彦
議

長
（
富
山
）
が
、
日
技
連
盟
規

約
に
基
づ
き
開
会
を
議
場
に
宣

言
し
た
。

　

次
い
で
議
長
は
、
議
事
録
署

名
人
の
選
出
方
法
を
議
場
に
諮

っ
た
。
そ
の
結
果
、
議
長
に
一

任
さ
れ
、今
野
悟
評
議
員（
秋
田
）、

片
岡
均
評
議
員
（
三
重
）
が
指

名
さ
れ
、
両
評
議
員
受
諾
後
古

橋
会
長
の
挨
拶
（
要
旨
別
掲
）

有
効
的
な
予
算
執
行
が
行
わ
れ

た
旨
が
資
料
に
基
づ
き
報
告
さ

れ
た
。

　

次
い
で
議
長
は
監
査
報
告
を

大
日
向
均
監
事
、
宅
見
満
監
事

に
求
め
た
。
大
日
向
監
事
か
ら

は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
会
計

は
正
確
か
つ
適
切
に
処
理
さ
れ

て
お
り
、
会
務
は
適
正
妥
当
に

執
行
さ
れ
た
と
の
監
査
報
告
が

あ
っ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
質
疑
応
答
に

移
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
評
議

員
の
挙
手
を
求
め
た
（
質
疑
応

答
要
旨
別
掲
）。

　

活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
議

長
は
採
決
に
入
る
旨
を
議
場
に

告
げ
、
採
決
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
第
一
号
議
案
、
第
二
号

議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
第
三
号
議

案
の
提
案
を
執
行
部
に
求
め
、

時
見
高
志
理
事
長
よ
り
、
県
技

連
盟
と
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
の
明
記
、

会
費
減
免
措
置
の
廃
止
、
任
意

退
会
の
追
記
、
役
員
任
期
の
変

更
、
会
計
年
度
の
変
更
と
そ
れ

に
伴
う
評
議
員
数
起
算
月
の
変

更
、
会
員
管
理
及
び
会
費
に
関

す
る
規
定
の
削
除
と
新
た
な
規

程
の
制
定
等
を
内
容
と
す
る
日

本
歯
科
技
工
士
連
盟
規
約
一
部

改
正
の
件
が
提
案
さ
れ
た
。

　

続
い
て
議
長
は
質
疑
応
答
に

移
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
評
議

員
の
挙
手
を
求
め
た
。

　

活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
議

長
は
採
決
に
入
る
旨
を
議
場
に

告
げ
、
採
決
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
議
長
は
第
四
号
議
案

の
提
案
を
執
行
部
に
求
め
、
藤

原
俊
彰
副
会
長
よ
り
、
現
行
規
約

【
二
面
に
続
く
】

平成23年度第1回評議員会

活
動
報
告
・
決
算
等
五
議
案
を
承
認

平
成
二
十
三
年
度
第
一
回
評
議
員
会

活
動
報
告
・
決
算
等
五
議
案
を
承
認
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【
第
一
号
・
第
二
号
議
案
関
係
】

●問　

組
織
活
動
費
が
使
わ
れ
て
い

な
い
が
、
時
局
対
策
積
立
金
と

併
せ
て
県
技
連
盟
の
活
動
費
と

し
て
交
付
で
き
な
い
か
。

●答　

長
年
の
懸
案
を
解
決
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
道
筋
を
つ
け

て
い
る
。
本
部
だ
け
で
は
成
し

得
な
い
こ
と
な
の
で
、
組
織
を

挙
げ
て
全
国
の
至
る
と
こ
ろ
で

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
少
な

い
予
算
で
は
あ
る
が
有
効
に
活

用
し
た
い
。

●問　

各
県
技
連
盟
へ
の
交
付
金
を

一
律
に
交
付
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

●答　

今
年
度
予
算
で
は
寄
付

金
・
交
付
金
の
科
目
に
約

五
百
万
円
多
く
計
上
し
て
い

る
。
組
織
活
動
費
は
、
組
織
対

策
費
、
渉
外
費
等
の
類
の
も
の

で
、
支
部
組
織
の
活
動
費
用
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、

有
意
義
な
活
動
を
行
っ
て
い
く

上
で
必
要
で
あ
れ
ば
手
続
き
を

踏
ん
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●問　

今
ま
で
、
組
織
内
候
補
擁
立

を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
た

が
、
そ
の
方
針
の
転
換
が
明
確

に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

●答　

政
治
団
体
と
し
て
組
織
し

【
一
面
か
ら
の
続
き
】

に
あ
る
会
員
管
理
及
び
会
費
に
関

す
る
規
定
を
規
約
か
ら
抜
き
出

し
、
新
た
に
会
員
管
理
及
び
会

費
規
程
を
定
め
た
旨
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
質
疑
応
答
に

移
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
評
議

員
の
挙
手
を
求
め
た
。

こ
こ
で
も
ひ
と
と
お
り
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
質
疑
応
答
の
後

採
決
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り

承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
第
五
号
議

案
の
提
案
を
執
行
部
に
求
め
、

古
橋
博
美
会
長
よ
り
、
現
執
行

部
の
任
期
は
、
明
年
三
月
ま
で

で
あ
り
、
そ
の
後
の
会
長
と
監

事
は
評
議
員
会
で
選
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

選
挙
実
務
を
担
う
選
挙
管
理
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
選
挙
管
理

委
員
を
選
任
す
る
議
案
で
あ
る

旨
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

議
長
は
質
疑
応
答
に
移
る
旨

を
議
場
に
告
げ
、
評
議
員
の
挙

手
を
求
め
た
が
、
評
議
員
か
ら

の
質
問
は
な
く
、
直
ち
に
採
決

に
入
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
は
協
議
事
項

に
入
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
執

行
部
に
協
議
内
容
の
提
案
を
求

め
た
が
、
執
行
部
か
ら
は
協
議

内
容
が
な
い
旨
が
議
長
に
告
げ

ら
れ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
宗
像
篤
志
評

議
員
（
熊
本
）
か
ら
発
言
の
要

請
が
あ
り
、
こ
れ
を
認
め
た
旨

を
議
場
に
告
げ
、
宗
像
評
議
員

の
発
言
を
許
可
し
た
。

　

宗
像
評
議
員
か
ら
は
、
熊
本

市
議
会
議
員
選
挙
に
会
員
が
立

候
補
し
、
当
選
し
て
、
本
日
同

道
し
て
い
る
の
で
一
言
挨
拶
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
要
請

が
あ
り
、
議
長
こ
れ
を
許
可
し
、

市
議
会
議
員
当
選
者
か
ら
当
選

御
礼
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
議
長
は
、
報
告
事
項

に
入
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
執

行
部
に
報
告
を
求
め
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
当
日
配
付

資
料
に
基
づ
き
時
局
・
渉
外
報

告
、
ニ
チ
ギ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

関
連
報
告
、
懲
罰
審
査
委
員
会

施
行
細
則
一
部
改
正
報
告
等
が

行
わ
れ
た
。

　

議
長
は
そ
の
他
の
意
見
が
あ

る
か
議
場
に
告
げ
た
。

　

そ
の
他
の
意
見

と
し
て
評
議
員
よ

り
、
連
盟
活
動
の

変
化
に
つ
い
て
、

歯
科
技
工
士
教
育

機
関
の
年
限
延
長

に
つ
い
て
、
近
畿

地
方
の
豪
雨
で
被

害
に
あ
っ
た
会
員

へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
歯
科
技
工
士

法
違
反
者
へ
の
刑

罰
に
つ
い
て
等
の

質
問
要
望
が
あ
り
、

古
橋
博
美
会
長
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
神
奈

川
県
技
連
盟
白
井

評
議
員
よ
り
、
統

一
地
方
選
挙
に
お

い
て
歯
科
技
工
士

の
資
格
の
あ
る
県

議
会
議
員
候
補
が

当
選
し
、
入
会
し

た
の
で
活
動
を
共

に
し
て
い
る
旨
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
他
に
意

見
が
無
い
こ
と
を

議
場
に
確
認
し
、

平
成
二
十
三
年
度

第
一
回
評
議
員
会

の
閉
会
を
議
場
に

告
げ
た
。

て
い
る
以
上
、
組
織
内
候
補
を

出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
組
織
内
候
補
擁
立
は
手
段

な
の
で
、
目
的
達
成
の
た
め
に

ど
う
い
う
方
策
で
前
に
進
め
る

か
が
課
題
。
現
在
は
組
織
内
候

補
を
擁
立
す
る
よ
り
も
よ
り
効

果
的
な
方
法
で
進
め
て
お
り
、

大
方
針
を
転
換
し
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
が
、
手
段
を
選
択

し
て
い
る
。

●問　

歯
科
技
工
対
価
が
歯
科
技
工

担
当
者
に
正
当
に
届
く
た
め
の

渉
外
活
動
を
行
う
と
い
う
こ
と

で
、
民
主
党
の
衆
参
両
院
の
先

生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
西
村
ま
さ

み
先
生
の
名
前
が
聞
こ
え
て
こ

な
い
。
西
村
先
生
に
は
ご
協
力

い
た
だ
け
て
い
る
の
か
。

●答　

今
の
御
質
問
は
保
険
局
マ
タ

ー
の
話
。
西
村
議
員
と
も
何
度

か
個
別
に
会
っ
て
い
る
。
日
技

連
盟
の
た
め
に
働
く
の
は
当
然

で
、
一
生
懸
命
だ
け
れ
ど
も
、

こ
の
問
題
は
そ
う
単
純
な
問
題

で
は
な
い
。

　

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
は
他

の
医
療
技
術
者
団
体
も
含
め
て

懸
案
の
話
を
し
て
い
た
の
で
、

ど
う
し
て
も
こ
の
問
題
は
埋
没

し
て
し
ま
っ
た
。
四
月
以
降

は
、
大
久
保
日
歯
会
長
と
も
懇

談
を
し
、
厚
生
労
働
省
保
険
局

の
担
当
者
に
も
何
回
か
来
館
し

て
い
た
だ
い
て
、
所
定
点
数
を

も
う
少
し
明
確
に
し
よ
う
と
い

う
話
を
し
て
い
る
。

　

所
定
点
数
を
歯
科
医
療
機
関

と
歯
科
技
工
所
が
き
ち
ん
と
認

知
を
し
て
、
そ
の
上
で
不
採
算

と
い
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は

両
会
が
一
致
し
て
要
望
し
て
い

こ
う
と
い
う
方
向
で
動
い
て
い

る
。

●問　

経
済
問
題
に
関
し
て
連
盟
活

動
が
重
要
に
な
る
中
で
、
連
盟

会
員
の
拡
充
が
非
常
に
重
要
だ

と
思
う
。

　

会
費
に
関
し
確
認
す
る
が
、

終
身
会
員
そ
れ
か
ら
女
性
会
員

も
会
費
納
入
す
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
以
前
評
議
員
会
で
Ｎ

Ｄ
Ｃ
を
設
立
す
る
と
き
に
は
連

盟
か
ら
出
資
金
を
出
す
と
い
う

話
は
聞
い
て
い
た
が
、
出
資
金

が
五
百
万
円
と
い
う
の
は
最
近

分
か
っ
た
話
。
評
議
員
に
も
事

前
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
連
盟
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
連
盟
の
入
会
案
内
を
作
っ
て

頂
き
た
い
と
お
願
い
し
て
あ
っ

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
経
過
な

り
具
体
的
な
話
を
お
伺
い
し
た

い
。

●答　

日
技
本
会
で
言
っ
て
い
た

終
身
会
員
、
あ
る
い
は
女
性
会

員
か
ら
も
会
費
を
納
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
、
後
程
の
議
案
で
説
明
す

る
が
、
連
盟
で
も
終
身
会
員
の

要
素
を
取
り
入
れ
、
会
費
を
安

く
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
も
日
技
連

盟
の
会
員
管
理
と
会
費
収
受
に

つ
い
て
社
団
に
お
願
い
す
る
と

い
う
の
は
よ
く
な
い
の
で
是
正

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
検
討
し

て
き
た
。
出
資
金
五
百
万
円
は

消
費
し
な
い
財
産
。
こ
の
こ
と

を
御
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

　

入
会
案
内
は
作
成
中
な
の

で
、
十
月
中
に
は
皆
さ
ん
方
の

お
手
元
に
お
配
り
で
き
る
と
思

う
。

●問　

先
程
の
話
で
、
歯
科
医
師
会

作
成
の
早
見
表
に
七
対
三
の
七

割
の
部
分
が
載
る
と
解
釈
し
て

よ
ろ
し
い
か
。

●答　

日
歯
が
レ
セ
プ
ト
作
成
の

た
め
に
技
術
点
数
と
材
料
点
数

と
場
合
に
よ
っ
て
は
装
着
料
な

ど
も
含
め
て
、
こ
の
行
為
を
や

る
と
こ
れ
だ
け
請
求
で
き
ま
す

と
い
う
の
が
早
見
表
。
点
数
分

析
表
は
製
作
料
に
関
し
て
百
分

の
七
十
と
し
た
場
合
に
は
こ
う

で
す
よ
と
い
う
表
。
技
術
点
数

は
何
点
だ
と
い
う
こ
と
を
両
会

で
わ
か
る
よ
う
な
別
の
も
の
を

出
す
。
い
い
か
え
れ
ば
早
見
表

と
分
析
表
は
従
来
通
り
両
団
体

が
出
す
。
同
じ
よ
う
な
所
定
点

数
だ
け
が
わ
か
る
よ
う
な
も
の

を
両
会
の
名
前
を
連
ね
て
出
す

と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。

　
　【
第
三
号
議
案
関
係
】

●問　

改
正
さ
れ
た
連
盟
規
約
は
い

つ
か
ら
執
行
さ
れ
る
の
か
。

●答　

承
認
さ
れ
た
場
合
、
九
月

十
八
日
、
つ
ま
り
明
日
か
ら
執

行
さ
れ
る
。

●問　

今
ま
で
賛
助
会
員
の
年
額
会

費
は
日
技
連
盟
に
送
金
不
要
で

あ
っ
た
が
今
後
も
そ
う
か
。　

　

ま
た
、
資
格
者
会
員
会
費
を

一
人
当
た
り
千
円
程
度
、
都
道

府
県
技
連
盟
に
交
付
し
て
い
た

だ
け
た
ら
活
動
が
し
や
す
く
な

る
。

●答　

賛
助
会
員
の
年
額
会
費
の

取
り
扱
い
に
関
し
て
は
変
わ
り

は
な
い
。
先
程
か
ら
答
え
て
い

る
よ
う
に
、
各
県
技
連
盟
の
活

動
し
や
す
い
よ
う
な
方
策
等
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

●問　

連
盟
だ
け
に
入
会
し
た
い
と

い
う
人
が
い
た
場
合
、
そ
れ
で

も
良
い
か
。

●答　

規
約
上
可
能
で
あ
る
。

●問　

賛
助
会
員
は
家
族
で
も
い
い

と
か
と
い
う
話
で
は
な
か
っ
た

か
。

●答　

貴
見
の
と
お
り
、
従
来
と

変
わ
ら
な
い
。

　
　【
第
四
号
議
案
関
係
】

●問　

第
三
条
第
五
項
に
あ
る

「
特
別
な
事
情
」
と
は
何
を
い

う
の
か
。

●答　

条
文
を
移
し
た
だ
け
で
、

個
別
事
例
は
挙
げ
な
い
が
、
従

前
の
考
え
方
で
申
請
が
上
が
れ

ば
で
き
る
だ
け
会
員
視
点
に
立

っ
て
総
務
会
で
検
討
す
る
。

●問　

入
退
会
の
と
こ
ろ
で
、

「
本
連
盟
所
定
の
入
会
申
込

書
」
と
か
退
会
の
場
合
は
「
本

連
盟
所
定
の
退
会
届
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
新
し
く
作
る
と
い

う
こ
と
か
。

●答　

既
に
連
盟
だ
け
の
入
会
申

請
書
は
一
年
半
ぐ
ら
い
前
に
都

道
府
県
に
お
配
り
し
て
い
る
。

同
時
入
会
も
当
然
い
る
の
で
、

そ
れ
を
新
規
に
つ
く
る
予
定
で

い
る
。

　
　【
そ
の
他
】

●問　

今
ま
で
の
連
盟
活
動
と
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
が
変
わ
っ
た
の
か
。

●答　

ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い

が
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は
変
わ
っ

た
。
当
事
者
間
だ
け
で
な
く
、

行
政
と
国
会
議
員
を
挟
み
三
者

で
話
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
内

容
を
担
保
す
る
手
法
を
用
い
て

い
る
。
問
題
点
を
資
料
と
し
て

出
し
な
が
ら
、
当
事
者
だ
け
で

話
す
の
で
は
な
く
て
関
係
者
を

集
め
て
進
め
る
。

　

別
に
意
図
的
に
変
え
た
わ
け

で
は
な
く
て
、
政
治
家
の
人
た

ち
と
相
談
し
な
が
ら
こ
う
い
う

方
法
が
一
番
い
い
。
国
と
し
て

や
る
べ
き
こ
と
を
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

●問　

台
風
十
二
号
の
影
響
で
、
兵

庫
県
内
で
会
員
の
家
が
土
砂
崩

れ
で
四
時
間
後
に
何
と
か
助
か

っ
た
。

　

自
宅
と
ラ
ボ
が
埋
ま
っ
て
本

当
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

救
済
策
を
お
願
い
し
た
い
。

●答　

震
災
対
応
に
つ
い
て
被
災

者
の
立
場
に
立
っ
て
被
災
者
利

益
に
繋
が
る
よ
う
な
対
応
を
と

っ
て
お
り
、
こ
の
事
例
に
つ
い

て
も
状
況
は
よ
く
わ
か
る
の

で
、
検
討
し
な
が
ら
、
こ
う
い

う
と
き
こ
そ
歯
科
技
工
士
会
に

入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
み
た
い
。

●問　

無
資
格
技
工
の
資
料
を
い
た

だ
い
た
が
、
歯
科
医
師
法
な
ど

は
違
反
す
る
と
す
ぐ
捕
ま
る
の

に
、
歯
科
技
工
士
法
違
反
で
は

何
故
す
ぐ
に
捕
ま
ら
な
い
の

か
。

●答　

歯
科
技
工
士
法
十
七
条
違

反
は
職
業
の
根
幹
に
か
か
わ
る

部
分
な
の
で
重
た
い
。
こ
れ
は

当
然
対
応
す
る
は
ず
だ
。

　

行
政
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

国
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
対

応
を
求
め
て
い
る
の
で
、
い
い

加
減
な
決
着
は
し
な
い
は
ず
で

あ
る
。
職
業
免
許
の
根
幹
に
か

か
わ
る
部
分
な
の
で
、
厳
し
い

対
応
を
求
め
る
。
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